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nnnn qqpp   112  ──① 112   nnnn qppq  ──② 

 

①より nnnn qpqp   112  ②より )( 112 nnnn pqpq    

nn qp 1 は一定であるから、 1,3 12  qp より 21   nn qp  ──③ 

nn pq 1 は公比 1 の等比数列であるから、 2,1 12  pq より n
nn pq )1(1    ──④ 
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12  mn のとき 3,1 12121212   mmmm qqpp  1,2 11  qp より 23,1 1212   mqmp mm  

mn 2 のとき 1,3 222222   mmmm qqpp  1,3 22  qp より mqmp mm  22 ,3  

 

12  mn のとき
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m  であるから 

nが奇数のとき 
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 ……(答) 

 

 

※ nA を具体的に計算して予想し、数学的帰納法で示してもよいが、 6n くらいまで計算しないと、 

奇偶による場合分けが存在することに気づきにくい。意外な難問と言える。 


